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漁獲量は、1991 年の約 18,000 t から、2010 年には約 3,400 t、養殖生産量も 1989 年の約 13,000 




F. psychrophilum が 分 離 さ れ 、 初 め て そ の 存 在 が 確 認 さ れ た 。 そ の 後 、	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 






る。一方、河川においては F. psychrophilum を保菌していない種苗の放流が推奨されている
が、F. psychrophilum が広くまん延している現状において根本的な対策とはなっていない。
河川漁業における冷水病対策としては、アユ種苗に F. psychrophilum に対する抵抗性を河川







第 2 章：アユ 2 系統間における F. psychrophilum に対する感受性差とその要
因  
1	 	 緒言  
アユの自然免疫において F. psychrophilum に対する免疫応答を明らかにすることを目的と
した。アユの系統は冷水病に対する感受性に違いがあることが、実験的に知られている。
しかし、感受性の低い系統アユが F. psychrophilum 感染に対して、どのような生体防御能に
よって抵抗性を発揮しているのか、その詳細はわかっていない。本研究では、冷水病に対
して抵抗性を示す抵抗性系統アユと感受性を示す感受性系統アユの 2 系統アユを供試して、
F. psychrophilum の体内動態および免疫応答の経時的変化を比較した。 
 
2	 	 材料及び方法  
F. psychrophilum の体内動態を調べるため、2 系統アユの脾臓内菌数を感染実験開始後 3
日に 1 回経時的に測定した。また、F. psychrophilum の感染に伴う 2 系統アユの免疫応答性
を調べるため、6 日に 1 回採血を行い、血清凝集価および補体価の値を経時的に測定した。 
 
3	 	 結果  
2 系統アユとも個体によっては、実験開始 6 日後に F. psychrophilum が検出され始め、12
日後には平均の脾臓内菌数がそれぞれピークとなり、その後は菌数が減少した。このよう
に、2 系統の脾臓内菌数の増減傾向は類似していた。しかし、実験開始 6,9,12,15 日後のそ
れぞれの 2 系統間の脾臓内菌数には有意差が認められ、抵抗性系統アユは感受性系統アユ
より有意に菌数を低く抑制していた。また、抵抗性系統アユは、実験開始 6 日後の血清に
おいて F. psychrophilum に対する凝集反応が認められた。 
 
4	 	 考察  






第 3 章：F. psychrophilum 感染アユ免疫血清の防御効果  




は、F. psychrophilum 感染によりアユが獲得する免疫能について検討を行った。 
 
2	 	 材料及び方法  
F. psychrophilum 感染に対して生残したアユから採取した血清(免疫血清)および未感染魚
から採取した血清 (対照血清)を供試して、アユの F. psychrophilum 感染に対する獲得免疫能
について検討を行った。 
 
3	 	 結果  
	 F. psychrophilum による人為感染実験において、免疫血清を投与されたアユの死亡率は対
照血清より有意に低かった。しかし、アユの細菌性出血性腹水病原因菌  (Pseudomonas 
plecoglossicida)を供試した感染実験においては防御効果を示さなかった。 
 
4	 	 考察  
本研究で供試した免疫血清中に、F. psychrophilum 感染に対して防御効果を示す因子の存
在が明らかとなった。この防御因子は P.plecoglossicida 感染に対しては効果を示さず、	 	 	 







第 4 章：総合考察  
	 本研究により、冷水病に対する抵抗性系統は F. psychrophilum の体内侵入に対して速や
かに免疫応答が起こり F. psychrophilum の体内増殖を抑制することにより死亡を回避してい
ると考えられた。また、F. psychrophilum 感染アユから採取した免疫血清中には、	 	 	 	 	 	 
F. psychrophilum 特異的な防除因子を有していることが明らかとなった。これらの結果は、
アユの冷水病対策として免疫学的手法の有効性を改めて明らかにするとともに、その効果
的な手法開発に繋がる研究成果を得たと考えられる。 
 
 
